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       いなくなれ、群青 

                 河野 裕 
 主人公の七草は、同級生の堀から週に 1 回手紙を受
け取っている。ある日、堀から届いた手紙に「真辺さ
んは危険」と書かれていた。 
 この作品は、読んでいてとても謎なことが多いで
す。主人公の七草と、かつて同じ学校に通っていた真
辺は互いにどんな感情を抱いているのか。[階段島]に
住む捨てられた人たちとはどういうことなのか。[階
段島]で起きる不可解な事件の犯人は？登場人物の正
体は？など、読んでいくうちに気になる点が増えてい
き、いつの間にか作品の世界観に引き込まれていた
な。と感じる作品です。 
                 岡先生 

ポーチドエッグは好きですか？温玉みたいなやつです。
完璧に作るには高いスキルが求められるのですが、週4で
作っている私はもうプロなのかもしれません。話は変わ
るけど、セーターのあちこちが毛玉だらけになってきて
います。もう 6 年目だからか、色々ボロボロになってく
るのです。体力、視力、聴力、こうなってくるとあとは想
像つくよね。悲しい。辛い。最近暑いけど頑張りましょう。 
とりあえず、読んでね。 


